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性暴力の問題は、地球規模で重要課題と認識されるようになっている。国内では、2020

年には刑法改正に向けた動きがあり、また性犯罪被害者のためのワンストップ支援センタ

ーが設置されるなど、法による取り締まりの強化や、被害者への心身のケアも重視される

ようになってきている。また近年 NPO 法人「女性・人権支援センター ステップ」によ

る DV 加害者更生プログラムの実施など、被害者だけでなく加害者の更生を行うことで、

性暴力の再発を防ごうとする動きも見られる。  

しかしながら、このような支援の充実は、確かに被害者のケアに努め、支援の方法やそ

の質が改善されてはきているものの、性暴力自体を防止することに大きく寄与してはいな

い。つまり性暴力そのものの予防や抑止には必ずしも繋がっておらず、抑止政策を行わな

ければ、性暴力の根絶とはならず、それに向けた一つの手段として、本論では性教育を一

つの解として論じていきたい。 

国連人口基金 (UNFPA) は、適切かつ効果的な性教育プログラムを行うことにより、若

者の性交を増加させないことを明らかにした。そして教育プログラムを受けることによ

り、予期せぬ妊娠率の低下も明らかにしている。 

また、女子差別撤廃条約「一般勧告第 19 号 女性に対する暴力」における第 16 条

24.(f)においては、「締約国は、女性の平等を妨げる偏見の撤廃を促進する教育及び広報プ

ログラムを導入するべきである」と記されている。 

すなわち、性暴力の抑止のための性教育の提言を行った専門機関によれば、女性の平等

を妨げる偏見の撤廃を促進するためには、教育及び広報プログラムを導入するべきである

とされているのである。 

性暴力の問題に関しても、近年、国際的に、「同意のない性行為は性暴力である」とい

う考え方が広まり、これによって性教育における「性的同意」を理解させる教育への期待

が高まりつつある。今日、国連諸機関を中心に提唱されている性教育は、従来の生殖や避

妊を主とした教育から、包括的性教育 (Comprehensive sexuality Education)、すなわち人

権アプローチを採用した教育へと変化・発展してきている。それについて小川 (2018) 

は、包括的性教育の支柱となっているのは、人権やジェンダー、性の多様性であると述べ

る。 

一方、今日国際的には包括的性教育が提唱されているが、日本においては、ジェンダー

や性的同意を教えるといった性教育は、諸外国に比べ大きく遅れている (浅井 2018)。 

性教育は、これまでも性暴力抑止に有効であると考えられてきたが、日本においては性

教育自体の遅れがあるなかで、特に「性的同意」に関する教育の研究蓄積はまだ十分とは

言えない状況にある。さらに、世界的にも、性教育、特に性的同意に関する教育が与える

影響として、暴力防止を構成要素、または重要な特徴としている研究のレビューはほとん

どない (ユネスコ 2017)。一方で、性教育内容についても、包括的性教育が提唱されるよ

うになり、月経や妊娠、避妊から、コミュニケーションや文化まで幅広く、またターゲッ

トとなる課題が一括りになったため、各課題における性教育の明確な有効性や実践方法な
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どについてあまり議論がなされてこなかった。したがって、性暴力という大きな問題の解

決に向けた動きが国際的にも高まるなか、性暴力とはなにか、性的同意とはなにか、また

なぜ性的同意に関して理解を促す教育が必要なのか、そしてどのように指導することが望

ましいかなどを再検討していくことは、重要かつ必要な課題であると考える。 

以上のことを踏まえて、本論文の目的は、性暴力の抑止にむけた性教育とはどのような

ものかについて、今日国連によって提唱されているグローバルスタンダード的性教育につ

いて、その中でも特に有効であるとされる性的同意の理解をめざす性教育について検討す

るものである。また、現在、国連諸機関の主導下で国際的に性教育はグローバルスタンダ

ードとなりつつあるが、本論では特に性やジェンダーに関する伝統的な価値観を持つ日本

社会に、グローバルスタンダード的性教育を組み込むことを検討することで、性教育のさ

らなる発展に寄与することを目指したい。 

上述した通り、本論は性暴力の問題に対して、性教育を一つの解として論じていくが、

現在の性教育は包括的に行われるべきであるとされ、性暴力に関する問題のみを性教育で

取り扱うことには否定的であるため、現在の性教育のグローバルスタンダードとされる性

教育の全体像を広く見ながら、性暴力の問題と、性教育の有効性について検討していく。 

 以上のような本論の問題の所在と論文の目的と構想を踏まえ、本論文の章立て構成は、

次のとおりである。 

第１章「性暴力の定義と性的同意」では、まず性暴力について、国際的定義と日本の定

義について述べ、性暴力と見なされる要因として、性的同意の欠如について明らかにす

る。日本における性暴力の定義については、性犯罪とされる「同意」の問題と関連させて

考察を加える。日本において性的同意年齢とされる 13 歳までの間に、自らの身を守り正

しい知識を身に付けるための性教育の実施を提唱するとともに、日本の刑法の脆弱性につ

いて指摘する。続いて、日本の性暴力の実態を、警視庁の調査と、教師による生徒への性

暴力について取り上げ、性行為を断れない状況を、被害者と加害者の地位関係や、地位が

低く弱い者、すなわち子どもたちの性に関する知識不足を明らかにし、性的同意の理解を

含む性教育の意義を明らかにする。次に性暴力を生む背景と要因の一つとして、レイプ神

話とジェンダーバイアスを取り上げまとめる。レイプ神話やジェンダーバイアスが要因の

性暴力には、「嫌よ嫌よも好きのうち」という加害者の誤解が存在し、それによって性的

同意が尊重されないということを明らかにしたうえで、性的同意とは何かを明らかにす

る。一方で、性的同意をとる方法や、同意が取れていると認識する状況や言動は個人によ

って異なることを指摘し、性的同意という行為が、非常に複雑なものであることも論じ

る。 

第２章「日本の学校教育における性教育と諸外国の性教育の動向」では、まず日本の学

習指導要領に示されている性教育の方針についてまとめる。次に、『(改訂版) 国際セクシ

ュアリティ教育ガイダンス』(以下ガイダンス)を取り上げ、現在の性教育のグローバルス

タンダード、すなわち包括的セクシュアリティ教育とよばれる、多彩な内容を包括的に学
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び、性暴力や性教育といった内容を含む性教育について整理して概説する。本論では、

『ガイダンス』の内容を、その学習目標に照らし合わせながら、特に性暴力抑止に向けた

最も関連が深いキーコンセプト４「暴力と安全の確保」を中心に紹介する。また性教育の

グローバルスタンダードに基づく性教育の実践事例として、スウェーデン、アメリカ、韓

国の性教育を例に挙げ、性教育の動向と現状、またその特徴を明らかにする。例えば、ス

ウェーデンは世界的にも早い段階で性教育が必修となった国の一つであるが、現在の性教

育は、これまでの生殖、避妊、中絶といった内容と、LGBT やジェンダーなど包括的な性

教育がなされている。さらに、本論でも特に注目した性的同意についての教育がなされ、

「どのような状況が、同意がなされていると理解できるか」、ということをワークショッ

プで話し合うなどのプログラムが設けられており、その実践的な教育内容を明らかにして

いく。 

第３章では、「国内におけるグローバルスタンダードの性教育の実践事例」と題し、国

内の NPO や各学校におけるグローバルスタンダードに近い性教育を取り上げ、その実施

と内容について考察する。本論で取り上げる NPO 法人 PILCON は、筆者もその活動に参

加しているメンバーの一人であり、ともに企画・運営を行ったメンバーとしてその活動内

容を紹介していく。 

終章では、各章の論述内容をまとめるとともに、特に性暴力抑止に向けた性教育のあり

方について提言を述べ、また今後の日本における性教育の諸課題とその展望について論じ

ていく。   
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